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医科点数表の解釈 平成30年4月版 

Web追補 No.6（平成30年11月号） 

  ● 以下の通知等により，本書の内容に変更が生じましたので，ここに追補します。 

   ○ 平成30年10月31日 保医発1031第２号（平成30年11月１日適用） 

   ○ 平成30年10月31日 医療課事務連絡 

  ● Web追補のバックナンバーは，当社ウェブサイト上の『診療報酬関連情報ナビ』からご覧いただけます。

本追補と併せてご利用ください。（http://www.shaho.co.jp/shaho/2018_sinryo/index.html） 

 

頁 欄 行 変更前 変更後 

530 右 下から20行目 ＣＬＩＡ法 ＣＬＩＡ法又はＥＣＬＩＡ法 

530 右 下から19行目 〔次行に追加〕 （平30.10.31 保医発 1031 2） 

546 右 下から７～６

行目 

厚生省特定疾患調査研究事業稀少難治性

疾患に関する調査研究班 

厚生労働省 難治性疾患政策研究事業研究班 

547 右 下から11～10

行目 

厚生省特定疾患調査研究事業稀少難治性

疾患に関する調査研究班 

厚生労働省 難治性疾患政策研究事業研究班 

553 右 下から14行目 ＳＤＡ法又は ＳＤＡ法， 

553 右 下から13～12

行目 

ＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法 ＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法又は

ＴＲＣ法 

553 右 下から９行目 又はＴＭＡ法 ，ＴＭＡ法 

553 右 下から９～８

行目 

ＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法 ＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法又は

ＴＲＣ法 

553 右 下から７行目 〔次行に追加〕 （平30.10.31 保医発 1031 2） 

553 右 下から２～１

行目 

ＬＣＲ法，核酸ハイブリダイゼーション法 ＬＣＲ法 

553 右 下から１行目

～次頁上から

１行目 

，ＳＤＡ法又はＴＭＡ法 若しくはＴＭＡ法 

554 右 上から１～２

行目 

ＨＰＡ法及びＤＫＡ法による同時検出法 ＨＰＡ法及びＤＫＡ法若しくは核酸ハイブリ

ダイゼーション法による同時検出法，ＳＤＡ法

又はＴＲＣ法 

554 右 上から３行目 〔次行に追加〕 （平30.10.31 保医発 1031 2） 

555 右 上から15行目 又はＳＤＡ法 ，ＳＤＡ法又はＴＲＣ法 

555 右 上から18行目 ＳＤＡ法又は ＳＤＡ法， 

555 右 上から19～20

行目 

核酸ハイブリダイゼーション法による同

時検出法 

核酸ハイブリダイゼーション法による同時検

出法又はＴＲＣ法 

555 右 上から20行目 〔次行に追加〕 （平30.10.31 保医発 1031 2） 
 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 11 月２日作成 

 

『医科点数表の解釈』編集部 

＠ika_kaishaku 

 

https://twitter.com/ika_kaishaku 

Twitter では医療図書のご案内や追補などの

情報提供，その他審議会などの情報をお知らせ

します。どうぞご利用ください。 

http://www.shaho.co.jp/shaho/2018_sinryo/index.html
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